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　救急車の出動は、平成１７年に８４４件で年々増加傾向にあり、救急車で
病院搬送された人数は７９９人で過去最多となりました。（図１参照）主な
出動内訳では、急病が４８６件（約６割）、次に交通事故の113件となって

います。病院に搬送した人の
重症度の割合では、軽症の人が
全体の約半数を占めていまし
た。（図２参照）
　軽症の場合の出動が多発す
ると、心筋梗塞など死亡率の高
い病気の人が救急車を呼んだ
時に、当別町に救急車が無い場
合が発生する可能性があり、他
市町村へ救急車の要請をする
ので、時間がかかることになり
ます。　
　救急車の適正な利用にご協
力をお願いします。
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14日以内

健康保険証

老人医療受給者証

①加入している健康保険が変わったとき
②他市町村から転入したとき
③氏名変更や町内転居をしたとき

老人医療受給者証
（返却してもらいます）

④死亡したとき（死亡の届出義務者）

すみやかに⑤他市町村に転出するとき
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���������～昭和7年9月

30日以前に生まれた方、または一

定の重度障害のある６５歳以上の

方。

������～昭和14年７月31日

以前に生まれた70歳未満の方の

内、北海道の老人医療費助成制度

を受けている方。

▼���・��　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�23－3019）　

　老人医療の受給者が次の表に該

当するときは、お忘れのないよう

早めの届け出をお願いします。

����国民健康保険や社会保険

などの健康保険に加入している、

次の�か�の老人医療受給者証を

お持ちの高齢者。
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　心臓や呼吸が停止した人に救急車
（救急隊員）が到着するまでの間、心
臓マッサージや人工呼吸などの救命
手当をすれば、命が助かる可能性が
極めて高くなります。
　また、１１９番通報で「心臓や呼吸が
停止した」と思われる通報内容の場
合、消防署員（通信指令員）が口頭に
よる救命手当の指導をしています。
　適切な救命手当を身に付けるため
に、救命講習を受けませんか。

���　入院加療を必要としないもの
���　入院を要するもので重症に至らないもの
���　３週間以上の入院加療を必要とするもの
���　初診時において、死亡が確認されたもの
���　ヘリ搬送したもの
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【図２】
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【図１】
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出動件数（件）

搬送人数（人）

���　毎月第4日曜日・13時～16時
���　当別消防署（錦町）
���　AED（自動体外式除細動器）
　を用いた心肺蘇生法・止血法など。
�一度受講した方は、2年毎に再講習 
　を受けることをお勧めします。
�各団体、町内会などグループで申し
　込みする場合は、受講希望日に実施
　することもできます。
���　同消防署救急救助課救急係
　　　　     （�23－2537）
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���　４月５日（水）・６月１２日(月）

７月４日（火）・１１月３０日(木）・

１９年３月１日（木）・３月２日（金）

�������　４月７日（金）・

７月５日（水）・１１月８日（水）

�����　両会場共に7時55分

～8時10分まで。
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�����　平成19年3月３１日ま

で（事前に申し込みください。）

�����　道対がん協会札幌検

診センター（札幌市東区北26東１４）

��������

子宮がん（頸部２０歳～1,600円・体

部必要者700円）

乳がん（視触診とマンモグラフィー

４０歳～2,000円・５０歳～1,700円）

骨粗しょう症（３０～５９歳400円）

胃がん（３５歳～1,400円）

肺がん（レントゲン４０歳～400円・

喀痰検査必要者700円）

大腸がん（４０歳～600円）

※国保加入者は料金半額です。

※胃・肺・大腸がん検診は毎年、

子宮がんと乳がん検診は2年に1度

受けましょう。

��������　事前に電話で

福祉課保健サービス係（「ゆとろ」

内・�23－2346）へ。
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　納税者は、自分の資産の課税台

帳を閲覧できるほか、縦覧帳簿に

より、その価格が適正かどうか、

ほかと比較することができます。
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　町内にある全ての墓地は、町墓

地条例に基づき「１年以内に使用す

る」ということを条件に区画の使

用を許可しています。

　しかし、東裏墓地では、草刈り

もされず使用されないまま放置さ

れた区画が多く見受けられます。

　町では、東裏墓地の空き区画を

対象とした意向調査を２月から始

めています。

�����

���　東裏墓地の未使用区画

����調査票を対象者に送付

し、今後、墓地を使用する意思の
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���　固定資産税の納税者また

は代理人（課税台帳は、所有者本

人か代理人が閲覧できます。）

������　印鑑（代理人は委

任状も必要）

� � � � �　4月1日 ～6月30日

（土・日・祝日は除く）

���　8時45分～17時15分

��������　税務課資産税

係（�23－2333）

確認をします。

▼���

　墓地の使用許可を受けている方

が、「亡くなられている」場合や

「住所が変わっている」場合は、

速やかにご連絡ください。

��������　環境対策課環

境対策係（�23－2503）

�������　毎月第2・第4木曜日　19時30分まで

����　納税課納税係（�23－2341）

　平成18年度には、また新たに税金が発生します。

　税金を滞納したままでいると、役場からは何度も催促さ

れ、給料や財産などが差し押さえられたり、更には、職場関

係者に知られることもあります。滞納が重なり、生活が苦

しくなる前に、もう一度見直してみましょう。

　「完納できない」と思ったら、早急に納税課までご相談く

ださい。
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　今年度分の税金をまだ完納していない

のですが、どうなるのでしょうか？
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　4月1日から町内の土地・家屋の

登記にかかる登録免許税を算定す

るために必要な固定資産価格は、

札幌法務局江別出張所で確認でき

ます。これにより、今まで税務課

資産税係で交付していた「固定資

産評価証明書」は特殊なケースを

除き不要になります。

������　非課税などの事由

により固定資産課税台帳に評価額

が記載されていない土地、区画整

理事業内の土地で換地処分前（仮

換地）である場合など。

▼���　税務課資産税係（�23

－2333)・札幌法務局江別出張所

（�011－382－2132）
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